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［要旨］：本論文はインターネットでの地域情報発信において、データ構造の違いやデータ間の不整
合の問題が発生していることを問題として取り＿日げ、これらの問題を解決するためにXML技術を用
いた地域データベースの構築を提案する。さらに浜松市の地域情報データをもとにデータのモデリン
グと地域データベース、地域データベースアプリケーションの構築を行う。この過程と地域データ
ベース応用アプリケーションの評価をもとに、地域情報データベース構築における現在の問題点つい

て考察を行う。

キーワード：地域データベース，横断検索，データ統合，XML，XSLT

lAbstract］：Thisarticlewillshowdescriptionsaboutproblemsofsendingregionalinbrmationintheinternet，

andproposeanideatosoIvetheseproblems・ThisideaisdevelopmentofareglOnaldatabaseuslngXmltechnol－

Ogy，thendevelopmodelofreglOnalinfbrmation，reglOnaldatabasebasedonreglOnalinfbrmationofHamamatsu

CltyandreglOnaldatabaseapplication・ThroughtheseexperimentsandevaluationofreglOnaldatabaseapplica－

tion，thisarticleexaminesthecuIl．entPrOblemsofdevelopmentofreglOnaldatabase・
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1．地域データベースとは

1．1地域情報とは

現在、Web上で地域振興のためやデジタル

アーカイブ事業の一環としてさまざまな地域情

報が公開されている。そもそも地域とは「政治・

経済・文化のとで、一一定の特徴をもった空間の

領域（文献（1））」であり地域情報とはその地域

がどういうところかを示す情報、つまり「地域

独自の過去から蓄積されたものが他の地域と何

がどのように違うか（文献（2））」を示す情報の

ことをいう。さらに、その地域に住む人のため

の行政サービス情報やイベント情報なども地域

を説明する情報となるため、これらも地域情報

のひとつであると定義できる。つまり地域情報

とは地域を語るのに必要な情報、個性のことで

ある。これら地域情報となりうるモノのことを

まとめて地域資源と定義する。また本研究では

「自治体」を地域の枠組みとしてとらえる。

1．2地域情報発信の現状

現在、Web上で公開されている地域情報は各
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機関が各々の用途に特化した形で公開を行って

いる。そのため、それぞれのデータ構造が違う

だけでなく同一の地域資源に関連する情報で

あっても相互参照が行えず、複数のWebページ

を捜索しなければならないことが多い。その例

を図1に示す。「A公民館」でのイベント情報が

「イベント」ページに掲載されているとする。し

かし「A公民館」の所在を知りたくても場所情

報へのリンクが存在していない場合、「公共施

設」のページから別途「A公民館」の情報をたど

る必要がある。また、逆に「A公民館」でどのよ

うなイベントが開かれているかを知りたい場合

は「A公民館」のページではなく「イベント」ペー

ジを参照するといった手間がかかる。これは

ページの設計だけで解決できる問題ではなく、

あらかじめデータを整理・管理しておく必要が

ある。

・≡＝：
図1相互参照ができない例

また、同一の地域資源に対する情報がページ

によって異なる場合があり、整合性がとれず閲

覧者が混乱をまねく原因となっている。

1．3．地域データベースの必要性

先に述べた現在の地域情報発信の問題点をま

とめると以下のようになる。

・データ構造統一の概念が希薄

・同一の地域資源に対する情報がWeb上の各所

に分散している

・地域資源同士の相互関係が未整理

これらの問題を解決するためには全ての地域

情報を横断的に傭轍し、整理・管理を行う仕組

みが必要となる。そのためにはデータベースの

構築が理想的である。地域情報をデータベース
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化することでデータは一元管理され地域情報間

の矛盾・重複がなくなり相互関連の把握が容易

になる。本研究ではこれらを踏まえ浜松市をモ

デルに地域データベースを構築する。また、こ

れを利用した応用システムの開発を行うことで

地域データベースの利用法を示す。さらに、こ

の過程を通して地域データベースの効果的な構

築と利用に関しての研究を行う。

2．地域データベースの構築
先の章で地域データベースの必要性について

述べた。本章では、実際に地域データベースを

作成するためにはどのような手法で構築すれば

よいか考察を行う。

2．1．データの統合方法

各機関にちらぼる地域情報データをひとつの

地域データベースとして活用するためにはデー

タの統合が必要となる。データを統合する手法

にはデータを物理的に統合する方式「集中型」と

仮想的に統合する方式「分散型」の2種類の方法

がある。

集中型クリアリングハウス方式

集中型クリアリングハウス方式（以下集中型）

とはデータを物理的に1箇所で管理する方法で

ある。統一されたスキーマを用いてデータを記

述するためデータ管理が容易である一万、デー

タのテーマが考慮されないためテーマの特色を

失ってしまうという欠点がある。集中型による

例を図2に示す。さらに、集中型はデータ収集

の方法によって受動的クリアリングハウス方式

と能動的クリアリング方式の2種類に人別でき

る。

図2　集中型
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受動的クリアリングハウス方式。

各機関があらかじめ決められたフォーマット

に基づいてデータをクリアリングハウスに提供

する方式。

例：デジタル岡山大百科（資料（1）），文化遺

産オンライン（資料（2））

能動的クリアリングハウス方式

クリアリングハウスが各機関のデータをト

ロールして台帳を構築する方式。

例：統合人文科学データベース（資料（3））

分散型横断検索システム

分散型横断検索システム（以下分散型）とは横

断検索用サーバを用いるかクライアント側で

データの加工編集を行って仮想的に統合する方

法である。横断検索用サーバを用いる例を図3

に示す。各データベースがテーマの特色を活か

したスキーマを採用することができるというメ

リットがあるが、検索対象となるデータベース

すべてにアクセスし結果を取得するためネット

ワーク帯域の混雑などの影響を受けやすい。

分散型で主に用いられる技術がANSIによっ

て規定されたZ39．50プロトコル（以下Z39．50）

である。Z39．50により異なったシステムの複数

のデータベース間においても1度の検索で検索

結果を一括して得ることが可能になる。国内で

は図書館同士がお互いの所蔵図書の横断検索を

行う際に用いることが多い。

図3　分散型

2．2．地域データベースの事例

現在、Web上で公開されている地域データ

ベースの中でも岡山県立図書館のデジタル岡山

大百科（文献（3），資料（4））が提供している

「郷土情報ネットワーク」は収録データが4万件

を超える国内随一の地域情報データベースと

なっている（資料（5））。これは「岡山県のあり

とあらゆる情報をデータベース化し公開するこ

と」を目的として積極的に地域情報を収集・公

開しているためである。郷土情報ネットワーク

のデータベースは集中型で構成され以下の特徴

を持つ。

データの管理

郷土情報ネットワークの情報管理にはメタ

データ記述のための共通語彙であるDublinCore

（文献（4））を用いている。図書データとも内部

的にマッピングされ、これによってデジタル岡

山大百科全体の横断検索が可能となっている。

データの分類

郷土情報ネットワークに登録されているデー

タはNDC（日本十進分類法）分類と岡山県独白

の分類法である夢づくり分類・こども分類の3種

類の分類法でそれぞれ分類されている。この情

報を用いて利用者に応じた分類検索が可能に

なっている。

データの提供

データ提供の概念図を図4に示す。メタデー

タはWebコンテンツ作成者自身がデータを提

供・登録することで受動的クリアリングハウス

方式の運用となっている。これによりリンク切

れの問題やデータの品質の問題も解消している。

また、行政関係者だけに限らず岡山県民にも広

く情報の提供を呼びかけている。

竃 十忘

・デジタル化した地域情報・ l

登録

包

作者

l
l
－
＿j

図4　デジタル岡山大百科のデータ提供

2．3．データベース構築法の決定

本章では地域データベースの構築に最適な手

法を考察する。最初に考えるのは現状のWeb上
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にあるデータをそのまま用いる手法である。こ

れは分散型によって実現が可能である。しかし、

同じ地域資源に対する情報が分散・重複して存

在している現状でデータ毎にマッピングを行う

作業の手間を考えると現実的ではない。また、地

域情報間の関連情報の機能を実現するためには、

関連を記憶しておくためのデータを別途作成し

保存しておく必要があるためデータの管理が煩

雑になってしまう。

次に集中型によるデータ統合について考察する。

統合の際に用いるデータフォーマットには、新

たなものを提案するのではなく、デジタル岡山

大百科などで利用されているようなメタデータ

の概念とDublinCore語彙を利用する手法の方が

比較的、実現が容易である。データ統合の際に

は、地域情報データをDublinCoreのエレメント

にマッピングしていく必要があるが、歴史研究

データベースにおける安達らの研究（文献（5））

から分かるようにDublinCoreのエレメントの意

味を拡大解釈したりエレメントを新たに追加し

たりしなければならない。解釈の仕方は人に

よって異なる可能性がありDublinCoreのエレメ

ントにデータ作成者が意図していない情報、

DublinCoreエレメントが想定していない情報を

含むこともある。マッピングの作業を機械的に

行うことができれば主観の入り込む余地を排除

し、解釈のプレを減らすことが吋能となるが、機

械的に行うためには多種多様なフォーマットで

記述されている地域情報それぞれのデータ構造

を解析しなければならない。つまり地域情報の

フォーマットが変更するたびに解析作業が必要

となる。この問題を解決するために地域情報

データをコンピュータの可読性が高いXMLで書

き直す必要があると考えた。XMLで記述するこ

とでワンソースマルチユースという特性が利用

可能となる。つまり地域情報データをXMLで作

成し（ワンソース）その文書からメタデータを

摘出（マルチユース）するという手法が採用で

きる。摘出処理にはXSLT（文献（6））のXML

のための文書構造変換言語を用いることが可能
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である。この特性を活かし図5のようにデータ

をコンテンツの一部としてそのまま利用するこ

とが容易となるため、地域データベースの内容

とコンテンツの内容を一貫性のあるものとする

ことができデータベースが地域情報発信の基盤

として機能することが可能となる。

図5　地域情報発信の基盤としての利用

以上を踏まえ、具体的な記述方法を以卜のも

のとする。

・テーマ別のデータ記述

XMLを用いて記述する。XMLを用いた表記は

自由度が高いため、テーマごとにあらかじめ記

述のルールを定めておく必要がる。これにはメ

タデータの表現方法であるRDF（ResourceDe－

scriptionFramework）（文献（7））と特定の語彙

を用いる場合、各種の団体等が定めた独白の

フォーマットを用いる場合の2種類あるが適宜

テーマに適した記述方法を採用する。複雑な

データはRDFと適切な語彙を用いて記述するこ

とで、データの意味を確実に解釈のプレが少な

く記述することが可能となる。またRDFを用い

るほど複雑ではないデータは記述に適した

フォーマットを選定、使用する。

・メタデータの記述

データから自動的にメタデータを抽出する。

また、メタデータの記述にDublinCoreを用いる

ことで横断検索を実現する。

以上の手法をまとめ図6に示す。地域情報のデ

ジタル化（XML化）と同時に統合用のメタデー

タが生成することができるので、別途メタデー
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夕を作成する手間を省くことができる。また、

テーマ別のXMLを用いた詳細な検索とメタデー

タを用いた地域情報全体の横断検索、双方を実

現することが容易となる。

図6　地域データベース構築モデル案

さらに、地域情幸田目互の関連情報の整理を実

現するために地域情報データ記述の段階で地域

情報相互の関連情報の記述を行う。メタデータ

にもそのデータを反映させることによって横断

検索を用い、関連のある地域情報同士の相互閲

覧が可能となる。

3．地域情報データの作成
本章では先の章で決定した手法を用いて地域

データベース構築法に従って地域情報データの

作成を行う。

3．1．使用した地域情報

地域情報データのデジタル化を行うにあたり

本学においてデジタル化の作業が進められてい

る浜松市の石造文化財に閲連する情報と基本的

な地域情報として4つのテーマをピックアップ

した。選んだテーマは「文化財」「目標物」「人

物」「イベント」である。また、データは以下の

ものを参考にした。

○文化財

・石造文化財

「浜松市石造文化財所在目録」（文献（8））

・犀ケ崖資料館天井絵

「犀ケ崖資料館天井絵データベース」

（静岡大学情報学部によって調査・構築された

データベース）

○目標物

・小中学校・公共施設

「浜松市」

（http：〟www．city．hamamatsu．shizuoka・jp／）

・高等学校

「まなびどっとこむ」

（http：〟www．man－abi．com／）

・大学

「静岡県」

（http：〟www．pref．shizuoka．jp／）

・神社

「静岡県神社庁」

（http：〟shizuoka－jinjacho．or．jp／）

・寺院

「iタウンページ」

（http：〟itp．ne．jp／）

○人物

・犀ケ崖資料館天井絵の寄贈者

「犀ケ崖資料館天井絵データベース」

・犀ケ崖資料館天井絵の制作者

「犀ケ崖資料館天井絵データベース」

○イベント

・公民館での催し情報

「浜松市」

（http：／／www．city．hamamatsu．shizuoka．jp／）

各データのIDはURI（UnifbrmResourceIdentifier）

（実際にはURlに含まれるURLを用いる）を用

いて一元管理しこれを付与する。データとなる

地域情報の公式Webページが存在する場合その

URLも併記する。

モデリングの結果に従ってデータをMicrosoft

Excelに打ち込み、適宜改変した鈴木（文献（9））

のVBAを実行しXML文書を生成する。以下に

テーマ別のモデリングの過程を概説する。
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3．2．地域情報データのモデリング

3．2．1．文化財情報のモデリング

文化財の中でも有形のものを主眼においてモ

デリングを行う。文化財はひとつひとつが多く

の情報を保持しており、その内容は複雑である。

これは文化財が数値化できる情報（重量や寸法

など）と意味的な情報（文化財が制作された背

景や目的など）を混在して保持しているためで

ある。そのため、文化財情報をXMLで記述する

ためには複雑な情報が整理・表現が可能なモデ

ルが必要となる。それに適していると考えられ

るのが国際ドキュメンテーション委員会

（CIDOC：IntemationalCommitteefbrDocumentation）

のCIDOC－CRM（CRM：ConceptualReference

Model）である（文献（10））。CRMは国際博物

館会議（ICOM：IntemationalCouncilofMuseum）

の中のCIDOCによって考案されたデータベース

構築変換モデルで、各地に分散的に存在してい

る既存のデータベースを利用してこれまで蓄積

されてきた知識・データ・情報を地球規模で共

有することを目的としている。既存の文化財

データベースのスキーマはバラバラであるため

結合を行いたい場合、相互のスキーマ情報を収

集して動的で大域的なスキーマの構築が必要に

なる。この際、データベース間の差異を吸収す

るために属性と値との概念間の関係を定義して

おく必要がある。このような定義関係をオント

ロジーと呼びCRMはこのオントロジーの考え方

に基づいている。CRMの最新版は4．2版で、2006

年9月にはISO21127として国際標準規格に採用

されている。CRMはデータの表現に関して特に

定められていないが、記述にはRDFを使用する

ことが提案されている。よってRDF／XMLを用い

て記述が可能であるため文化財情報の記述に

CRMを用いる。

・CRMによるモデリングの例（資料（6））

CRMでは対象領域とする領域で使われる概

念をClass（クラス）と呼びその概念の属性や

概念同士の関係をProperty（プロパティ）と呼
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ぶ。概念には硯実世界に対応する具体的な対

象がある。例えば「伊藤陽介」はPersonとい

うクラスの具体物である。この具体物をIn－

stance（インスタンス）と言う。「草花鳥獣文

中手箱」を「松田権六」が作成したというモ

デルの例を図7に示す（資鞘6）より引用）。工

芸品である草花鳥獣文中手箱はMan－MadeOb－

jectクラスのインスタンスであり、制作者であ

る松田権六はPersonクラスのインスタンスで

ある。両者を結びつけるのは「草花鳥獣文中

手箱の制作」というクラスである。また、「草

花鳥獣文中手箱」と「草花鳥獣文中手箱の制

作」はwasproducedbyというプロパティに

よって、「草花鳥獣文小手箱の制作」と「松田

権六」はcarriedoutbyというプロパティで関

連付けられる。括弧の中はプロパティを逆か

らたどった場合の名前である。CRMではこの

ようにクラスとプロパティを結び合わせてい

くことで意味のネットワークを構築していく。

・石造文化財のモデリング例

浜松市は10年ほど前に浜松市立博物館の主

導で市内の石造文化財の調査を行い、これを

「浜松市石造文化財所在日録」としてまとめ

た。この目録データをもとにCRMによるモデ

リングを行った。その結果が図8である。ま

た凡例を図日＝二示す。

3．2．2．目標物情報のモデリング

施設、遺跡など土地の上に存在している建築

物などをまとめて「目標物」として扱いモデリ

ングを行った。目標物情報の中で1番重要な情報

は、その目標物がどこにあるのかということ、つ

まり位置情報である。RDFとCRMを用いても目

標物情報の表現は可能であるが、保持するべき

情報が文化財情報ほど複雑ではないため位置情

報の扱いを主体としたXML記述のためのフォー

マット、LBCS（Location Based Content and

Service）を用いることとした。LBCSとは財団法

人日本情報処理開発協会データベース振興セン

ターによって開発・策定されているフォーマッ
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図7　CRMモデルの例

図8　石造文化財モデル

クラス名

プロハティ

クラス名

ト ラス l　 巨 プクラス l
インスタンス インスタンス

図9　CRMモデリング図の凡例

トである（資料（7））。「電子データに位置情報

を付けることによって地図を含む実世界空間に

関係付けられたデジタルコンテンツとして活用

し、利用者に、そのデジタルコンテンツと連携

する、位置情報に関連したサービスを提供する

ITの応用領域の一つ」とされ「XMLに基づいて

符号化する形式で規定する（文献（11））」とさ

れている。図10はLBCSによる記述の例である。

各要素の解説

poi要素：デジタルコンテンツへのリンクの

ために必要な情報を記述する。

identifier要素：親要素に対するグローバル

に有効な識別子を記述。

title要素：親要素に対する名称を記述。

description要素：親要素に対する補足的な内

容を記述

category要素：親要素のカテゴリー情報を記
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＜lbCS：tltIelbcs：name＝‖静岡大宇目lbcS：ruby＝目しすおかたいが（”／＞

＜lbCS：PbCelbcS：PlaceId＝‖静岡県浜松市中区城北三丁目5－1”／＞
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くIbcS：CategOryIbcS：⊂ategOryName＝”教育機関”
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く他cs：⊂dtegOrylbcS：⊂dtegOryName二日大学”

lbcs：tyPe＝”http：／／titan．ia．inf．shizuoka．ac．jp／digi＿hamamatsu／dictiDnary／landmark’．／＞

－＜lbcs：PrOPertVGroup＞

くIbC5：tltlelbcs：name＝．．データ諸元■．／＞

＜lbcS：PrOPertylbcs：name＝”データ元日lbcS：Value＝‖浜松市■l／＞

く／lbCS：P「OPe－‾tVかoup＞

く／lbCS：POl＞

く／lbcs：lbc⊆＞

図10　LBCSデータ記述例

述

place要素：デジタルコンテンツの位置情報

を記述

property要素：さまざまな属性値を記述

3．2．3．人物情報のモデリング

人物情報の表現にはFOAF（文献（12））とい

う語彙が存在する。FOAFとはRDF／XMLを利用

して人々とそのつながりを公開・共有しようと

いうプロジェクトである。

しかし、人間のネットワークの表硯を目的と

したプロジェクトであるため、人物データベー

スの観点から見た場合、語彙が不十分であると

思われる。例えば名前の「ふりがな」に相当す

る語彙が存在しないため、別途語彙を追加・拡

張する必要がある。本研究ではできる限り既存

の語彙を利用することをスタンスとしているの

でFOAFではなくCRMの語彙を利用することと

した。CRMには人物に閲してある程度の語彙が

用意されているため本研究で構築するデータ

ベース程度なら問題なく表現が可能である。モ

デリングの結果が図11である。これをベースと

して人物にまつわる情報を適宜、追加していく。

3．2．4．イベント情報のモデリング

イベント情報ではお祭りやコンサートだけで

はなく公民館の○○教室や博物館の特別展など

26

地域で発生するイベント全体をとりあげて表現

する。イベント情報の発信に多く利用されるの

がRSSである。RSSはWebページの見出しや更

新目時などのメタデータを構造化して記述する

ためのXMLベースのフォーマットである。ま

た、RSSに基づいた文書をRSSフィードと呼ぶ。

RSSはバージョンによって文法などが異なるが、

本研究ではRSS1．0を用いる。これは、このバー

ジョンがDublinCoreによる拡張を想定して定義

されているためである。ニュースの配信やBlog

の記事情報の配信に使われることが多いRSSだ

が、福井県の「おでかけふくい」（資料（8））よ

うに自治体レベルでイベント情報の発信のツー

ルとして使用している例もある。しかし、イベ

ント情報の構造化表現にはRSSだけでは不十分

なので神崎（資料（9））の提案を参考にしてRSS

のitemデータのみを記述する。RSS配信の際に

はWebサーバ上で必要に応じてitemデータを収

集・加工を行うものとする。

3．3．メタデータの生成

地域情報をデジタル化したXMLからXSLTを

用いてメタデータを抽出して利用する。メタ

データ表現の語彙にはDublinCoreを用い、RDF／

XMLによって記述する。

Contributorエレメントの記述

情報資源の所在地情報をここであらわす
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図11人物情報モデル

ものとする。Contributorエレメントは所在

地情報を直接表す語彙ではないが、リソー

スのもととなる情報資源の協力者であると

解釈した。

Suqectエレメントの記述

リソースのテーマを示すSu句ectエレメン

トを記述には独自の分類法に基づいた語彙

を周いた。l件のメタデータに記述するSub－

jectエレメントの数に上限は設けない。必要

ならばいくつでも記述することができるた

め柔軟にテーマを表現できる。これによっ

て「○○高校中等部」のようなデータを「高

等学校」「中学校」の2つに分ける必要がな

くなり1件のデータに「高等学校」「中学校」

の2つのS呵ectエレメントを付与すること

で表現することが可能となる。

Relationエレメントの記述について

各メタデータ間の関連を示すために利用

する。例えば犀ケ崖天井絵の場合、1枚の天

井絵に制作者と寄贈者が存在している。こ

の情報を表現するために天井絵のメタデー

タでは制作者と寄贈者のURI、制作者・寄

贈者のメタデータでは天井絵のURIを保持

する。これによって各メタデータ間の関連

情報の参照がロ†能となり相互をたどること

が可能となる。

4．地域データベース応用システム

の実装
制作したデータをどのように保持・管理する

かを決定する必要がある。データはXMLで制作

されているため、これを保持・管理するために

はXML文書に対応したリレーショナルデータ

ベースかXML文書をそのまま格納・管理するこ

とが可能なネイティブXMLデータベースのどち

らかを利用することとなる。しかし、検索応答

速度といったパフォーマンスの問題やXMLのワ

ンソースマルチユース特性をそのまま利用した

いという考えからネイティブXMLデータベース

を利用した。そのため、データの問い合わせに
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図12「条件検索」画面

はXML問い合わせ言語であるXQueryを用いた。

図12が開発した画面の例である。

4．1．機能の概要

①検索機能

・　キーワード検索

キーワードと検索対象となる分類を指定

することができる。また、キーワード・分

類ともに入力が必須である。キーワードは

AND・ORを利用して3つ指定できデータ項

目として「タイトル」「よみがな」「所在地」

を選択できる。分類は独自の分類法から3つ

の項目を選択することができる。

住所検索

浜松市の住所を用いて検索を行うことが

できる。住所は地図から合併前の自治体名、

政令市移行後の区名から選択するか住所検

索によって直接住所を指定する。

分類検索

本研究で用いた独自の分類法を用いて分

類検索を行うことができる。

②詳細データ閲覧機能

検索結果から任意のデータの詳細情報を選択

し閲覧することができる。

また、以下の機能を持つ。
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コンテンツ内容表示

データが画像情報を保持している場合、

その画像データの縮小画像も一緒に表示さ

れる。また、この画像からはオリジナルの

画像へリンクがはられておりオリジナル画

像を参照することもできる。

地図表示

データの持つ住所データをGoogleMaps

APIの機能を用いて緯度経度へ変換。変換

された情報をGoogleMaps（資料（10））へ

プロットして表示している。これは現段階

ではデータが住所情報のみで緯度経度情報

を持たず、住所情報を基に緯度経度情報を

割り出すしか方法がないためである。その

ため、地図は必ずしも正確な位置を表した

ものではなく、おおよその目安程度のもの

となっている。

データのダウンロード

表示されているデータのメタデータを

ⅩML文書としてダウンロードすることがで

きる。

関連情報表示

各情報の所在地に関連する情報を表示す

ることができる。例えば、ある寺院の文化

財の詳細データを表示し「この場所の関連

情報を表示」をクリックするとその寺院内

に存在する文化財など、その寺院に関連す

る情報が一覧で表示される。

RSSによるイベント情報の配信

地域で行われるイベントなどをリアルタ

イムに発信、知らせることも地域情報の発

信として大きな意義を持つと考えられるた

めRSSによるイベント情報の配信機能を実

装した。

以上、実装したデータベース応用システ

ムと先に述べたデジタル岡山大百科との機

能の比較を表1に示す。
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表1デジタル岡山大百科との機能比較

デジタル

岡山大百科
本研究

データの

△ ◎

特になし X M L による

再利用性 データの書き

出しに対応

検索機能

◎ ○

キーワー ド／地 キーワー ド／住

図 ・地名／年表

（時代）／作成

機関／分類

所／分類

データ

○ ◎

指定した資源の 指定 した資源

閲覧機能 情報を表示 の情報と関連

情報を表示

ユーザー

◎ △

ユーザーの年齢 特になし

への配慮 にあわせたデー　タ分類

5．評価と問題点
本章では地域データベースとその応用システ

ムの評価を行い、まとめとして今後の問題点を

述べる。

5．1．評価

実際に応用システムを利用していただき、そ

の感想とお話を伺った。

胴寺：2007年1月12日午後12時30分より

場所：浜松市博物館

評価対象者：浜松市博物館太田好治氏

データベース、及び応用システムについての主

な意見

「神社」にある「石造文化財」といった検索

が行えるとよい。現在では「神社」という

単語を含んだ所在地にある「石造文化財」し

か検索することができない。

「秋葉街道」といったキーワードから「秋葉

灯篭」が検索できるとよい。またこの検索

結果を地図にプロットすることで秋葉街道

の道筋が浮かびあがれば面白い。

指定した検索結果の年代順に地図へプロッ

トできれば面白い。

今現在も石造文化財が破壊され、移動され

ている。この場合、移動前・移動後双方の

データ、破壊前のデータを調査し整備する

必要がある。

「点」ではなく「面」の位置座標データの整

備を考えた場合、どこからどこまでをその

「面」とするかの定義が問題となる。例えば

「遺跡」の「面」としての位置座標データに

ついて考えた場合、「遺跡」の定義が難しく

どこからどこまでを遺跡とするのか議論と

なる。また、「遺跡」の定義が自治体によっ

て違っていたりする。この状況で「面」と

しての位置情報データを整備するのは困難

である。

5．2．まとめ

現在Web上で公開されている地域情報のデー

タ構造の違いによる差異を吸収、統合するため

の手段として地域情報データと統合データを

別々に記述することを提案し、これを利用した

地域データベースの構築を行った。この際、地

域情報データをXMLで記述することでXMLの

ワンソースマルチユース特性を利用し、機械的

な変換で統合データを生成することが可能とな

り、データ整備の効率化につなげることができ

た。また、地域データベースを利用した応用シ

ステムを開発し横断検索の可能性を示すことが

できた。

しかし、地域データベース構築と応用システ

ム開発の過程で以下の問題が考えられた。

緯度経度の所在情報の付与

現システムでは地域情報データは所在情

報として住所情報のみが整備されている。

そのため、同一の住所情報を持つアイテム

がすべて同じ地図上にプロットされるとい
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う欠点を持っている。これを防ぐためには

各アイテムがそれぞれ緯度経度レベルでの

詳細な所在情報を保持している必要がある。

また、データを面としてとらえる場合、デー

タの対象物の領域がどこからどこまでなの

かを定義する必要がある。さらに面・点ど

ちらの観点でも把握しにくい文化財をどの

ように表現すればよいのかという問題もあ

り、対策を講じる必要がある。

属性名の付与ルールの明確化

地域情報データはメタデータ生成の際に、

各属性を現す属性名のデータが付与されて

いる。この属性付与に用いられる語彙を厳

格に定義すること、また、詳細なレベルま

で掘り下げておくことで「タグ付け」のよ

うな使い方と質の高い分類検索の実現が考

えられる。

真に効率のよいデータベースの構築を行

うためには最終的には、データの調査・整

備がカギとなる。体系的な調査・整備が行

われていればそのルールに従うことでコン

ピュータによる理解が容易となり、デジタ

ル化がスムーズに行える。また、質の高い

データを保持することでユーザーにとって

利用価値の高い地域データベースを構築す

ることが可能となる。そのためには地域

データ整備の標準化マニュアルを作成して

誰もがデータを提供できる体制をつくりあ

げることと、デジタル岡山大百科のような

多人数によるデータ作成が必要である。

また、地域データベース構築によって地

域情報データの一貫性を保つことができる

ようになったが、これを活かし地域情報発

信の基盤として利用するためにはWeb上に

存在する地域情報が地域データベースを参

照・利用するのがのぞましい。これを実現

するためには別途WebAPI機能による情報

提供機能を実装するなど、地域データベー

スのデータを利用しやすい環境を整える必

要があるだろう。
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［主要参考資料］

（URL最終参照2007．2）

（1）　岡山県立図書館：デジタル岡山大百科
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http：〟www．1ibnet・pref・Okayama・jp／mmhp／

（2）　文化庁：文化遺産オンライン

http：〟bunka．nii・aC・jp／

（3）　国際円本文化研究センター：国際日本文化

研究センター

http：〟www．nichibun・aC・jp／

（4）　剛11県立図書館：電子図書館システム「デ

ジタル岡山大百科郷土情報ネットワー

ク」による地域からの情報発信

http：／／www．mext・gO・jp／a＿menu／shougai／

tosho／houkoku／06040715／008．htm

（5）　森山光良・李？淑・杉本重雄：「メタデータ

のカテゴリー検索に向けたコミュニティ

指向のボキャブラリ作成」

http：／／www．dl．slis．tsukuba・aC・jp／DLjournal／

No＿25／1－mOriyama／1－mOriyama・html

（6）　村田良二：「CIDOCCRMモデリング入門」

http：／／ryoji．sakura．ne．jp／museuminfo／crm－

model－intro／

（7）　日本情報処理開発協会：データベース振興

センター

http：／／www．dpc．jipdec．jp／

（8）　福井県：「おでかけふくい（イベント情

報）」

http：〟www2．pref．fukui．jp／event／rss・Php

（9）　神崎正英：「RDFカレンダー：イベント情

報の公開と活周」

http：／／www．kanzaki．com／docs／sw／rdf－

calendar．html

（10）Google：GoogleMaps

http：〟maps．google．com／maps


